
図１ 通信インフラの高速化とデータ流通の進展

図２ 日本のＩＣＴ市場の動向 図３ 世界の生成ＡＩの市場規模

図４ 世界のメタバース市場規模
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国
民
生
活
に
不
可
欠
な
社
会
・
経
済
イ
ン
フ
ラ

物
事
を
根
本
か
ら
変
え
る
Ｄ
Ｘ
の
進
展

2022 年度 前年比

IＣＴ市場規模（支出額） 27.2 兆円 +5.2％

デジタル広告市場規模 3.1 兆円 ＋ 13.7％

動画配信市場規模 5,305 億円 ＋ 15.0％

メタバース市場規模
（売上高） 1,825 億円 ＋ 145.3％

データーセンターサービス（＊１）

市場規模 2.0 兆円 ＋ 15.3%

クラウドサービス市場規模
（売上） 2.2 兆円 ＋ 29.8％

インターネットトラヒック（＊2） 29.2Tbps +23.7％

ここまでできる！ 情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン

＊１　顧客企業の情報システムを、情報サービス事業者のデータセンター内で運用監視するサービス。　＊２　インターネットを通じて送受信される情報量。
※図１〜４　総務省「令和５年版　情報通信白書」を基に編集部で作成。

# ICT　#１人１台端末　#生成ＡＩ　#情報活用能力

2022年

2030年

0 （兆円）5 10 15

1.2兆円

14.2兆円

CAGR（年平均成長率）
35.6%

2022年

2030年

0 （億ドル）2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

655.1億ドル

9,365.7億ドル

©KanawatTH

0-01-J-23302-001 2023 年度 VIEW next 高校版 12 月号 2 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

12/06
下村 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

 高校版  2023 December 2

P02-03_view-next-koukou-12g.indd   2P02-03_view-next-koukou-12g.indd   2 2023/12/06   16:512023/12/06   16:51



　1995年、「Windows95」の登場によって、日本社会においてもインターネットが急速に普及しました。ただ当
時は、ホームページの閲覧など、大多数の人が受信者である、一方向の情報・データのやり取りに過ぎませんでした。
しかし、2005年前後にＳＮＳや動画投稿サイトが登場したことで、誰もが発信者になれる時代となり、不特定多
数の人の間で情報・データが相互に行き交うようになりました。さらに、スマートフォンの急速な普及、５Ｇへの
進化によって情報・データのやり取りはより一層大容量化・高速化し、日常生活やビジネスに大きな変化をもたら
しました（図１）。日本の情報・データに関する市場の拡大（図２）からも分かるように、今後もその流れは続くもの
と考えられます。それを予兆することの１つが、生成ＡＩの技術の急速な発展です。22年に登場した「ChatGPT」
は世界に大きな衝撃を与えました。生成ＡＩやメタバース等の技術の進化は、その市場規模の予測（図３・４）か
ら考えてもまだまだ続くことでしょう。つまり、私たちはますます多くの情報・データに囲まれた社会を生きてい
くことになります。それは教育の世界も例外ではなく、むしろ生徒が社会に出た時に、情報・データに正しく向き
合い、それらをよりよく活用できるよう、必要な資質・能力を学校教育において育成することが一層求められるも
のと思われます。生徒は、そして教師は、情報・データをどう利活用していくとよいのか－実践者とともに考えた
本特集を、その指針の１つとしてお役立てください。　　　　　　　　　　  編集部　統括責任者　柏木　崇

ここまでできる！ 情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン

特集

  P. 4	 課題整理

	 	 実践者が語る　教育における情報・データの利活用の可能性とは
  埼玉県立朝霞高校　定時制課程　浅見和

かずとし

寿　／　静岡県立静岡東高校　神
かみ

谷
や

隼
とし

基
き

  高知県・私立土佐塾中学・高校　藤澤佑介　／　Classi株式会社　林部貴
たかあき

亮

  P. 10	 実践事例 生徒の利活用

	 	 課題解決につながる情報活用能力を、
	 	探究学習を軸として実践的に育成
	 	 岡山県立林野高校

   P. 13	 実践事例 教師の利活用

	 	 生徒の学習状況を把握し、
	 	自走力と思考力を育む指導を追求
	 	 福岡県・私立九州国際大学付属高校
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林
部
　ア
ク
セ
ス
で
き
る
情
報
・
デ
ー
タ
が

拡
大
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
教
育
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
か
。

神
谷
　デ
ジ
タ
ル
教
材
や
学
習
に
関
す
る
動

画
な
ど
が
多
種
多
様
に
登
場
し
た
こ
と
で
、

学
び
方
の
選
択
肢
が
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。自
分
に
合
っ
た
学
習
法
を
誰
も
が
見
つ

け
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浅
見
　学
校
外
で
も
学
び
を
展
開
し
や
す

く
な
り
、
登
校
で
き
な
い
状
態
の
生
徒
も
リ

モ
ー
ト
で
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
、
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る
上
で

も
意
義
の
あ
る
変
化
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

藤
澤
　生
徒
は
、
複
数
の
デ
バ
イ
ス
を
場
所

や
時
間
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
文
化
祭
の
運
営
で
は
、

生
徒
は
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
カ
レ
ン
ダ
ー

を
共
有
し
て
進
捗
を
管
理
し
た
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
会
議
を
し
て
、
そ
の
議
事
録
を
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

生
徒
自
ら
大
人
顔
負
け
の
合
理
化
・
効
率
化

を
図
り
、
活
動
の
進
行
が
速
く
な
り
ま
し
た
。

林
部
　先
生
方
は
、
情
報
・
デ
ー
タ
を
ど
の

よ
う
に
教
育
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。

藤
澤
　本
校
で
は
、
課
題
の
提
供
や
テ
ス
ト

な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
い
て
、
課
題

の
進
捗
状
況
や
テ
ス
ト
の
点
数
な
ど
の
デ
ー

タ
は
容
易
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
図
１
）。
プ
リ
ン
ト
の
時
代
は
、
課
題
の
未

提
出
者
に
提
出
を
促
す
指
導
に
終
始
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進

捗
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
こ
こ
ま
で
で
き
て

い
た
ね
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声
を
か
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
計
画
通
り
に
課
題
に
取
り
組

ん
だ
生
徒
ほ
ど
好
成
績
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
課
題
の
効
果

を
検
証
し
や
す
く
な
り
、
根
拠
を
示
し
て
、

課
題
に
取
り
組
む
重
要
性
を
生
徒
に
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

林
部
　デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、課
題
を
出

し
や
す
く
な
っ
た
点
は
評
価
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、機
械
的
に
課
題
が
出
さ
れ
る
と
、学

静岡県立静岡東高校

神
か み

谷
や

隼
と し

基
き

同校に赴任して４年目。
情報管理課主任。数学科。
学校概要は７ページ

埼玉県立朝霞高校　定時制課程

浅
あ さ

見
み

和
か ず と し

寿 
同校に赴任して３年目。教務主任。

探究委員長。国語科。
学校概要は６ページ

高知県・私立土佐塾中学・高校

藤
ふ じ さ わ

澤佑
ゆ う す け

介
同校に赴任して17年目。

受験指導室付・総合学習主任。英語科。
学校概要は５ページ

Classi株式会社 取締役

林
はやし

部
べ

貴
たかあき

亮
学校向けサービスClassi の
マーケティング責任者

実践者が語る　教育における
情報・データの利活用の可能性とは

ＩＣＴを積極的に活用して教育活動を行う教師３人が、情報・データの利活用に関する自身の実践を紹介。
学校教育において情報・データを利活用する利点や課題について、

学校教育のクラウドサービスを提供する企業の担当者を交えて語り合った。

課題整理

学
び
方
の
選
択
肢
が
拡
大
。

生
徒
は
大
人
顔
負
け
の
活
動
を
展
開

課
題
の
進
捗
の
把
握
が
容
易
に
。

声
か
け
が
具
体
的
に
な
っ
た

ここまでできる！　

情報・データの
活用実践と
その効果
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習
意
欲
を
削
が
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て

も
、そ
う
し
た
点
に
配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
設

計
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
澤
　
中
学
３
年
次
の「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」で
は
、無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
株
式
学

習
ゲ
ー
ム
で
株
式
の
模
擬
売
買
を
行
っ
て
い

ま
す（
図
２
）。
生
徒
は
授
業
外
で
も
企
業
の

事
業
内
容
や
業
績
を
調
べ
る
な
ど
、
社
会
の

動
き
に
敏
感
に
な
り
ま
し
た
。
教
室
内
外
か

ら
生
き
た
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
ら

こ
そ
実
現
で
き
た
学
び
で
す
。
社
会
や
経
済

に
つ
い
て
体
験
的
に
学
ぶ
活
動
は
、
将
来
像

を
描
く
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

浅
見
　
私
は
、国
語
と「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」が
連
携
し
た
単
元
で
、生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
ま
し
た
（
Ｐ
．６
図
３
）。
そ
れ
は
、
生
徒

に
「
本
校
を
よ
く
す
る
た
め
に
、生
徒
が
す

べ
き
こ
と
」に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
た
後
、同

じ
テ
ー
マ
で
、生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
意
見

と
私
が
作
成
し
た
意
見
を
、作
成
者
を
伏
せ

て
示
し
、生
徒
に「
学
校
の
こ
と
を
最
も
よ
く

考
え
て
い
る
意
見
」を
選
ば
せ
る
活
動
で
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
意
見
は
、
不
自
然
さ
を
感
じ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

人
間
の
意
見
と
注
意
深
く
比
べ
て
両
者
の
違

以前は……プリントの提出状況のみを把握して、未提出者を
放課後に残して課題に取り組ませる指導になりがちだった。

　↓

今は……生徒一人ひとりの課題の進捗状況を詳細に把握する
ことができるようになったことで、声かけが「課題を提出させ
るためのもの」から「学習の進捗が分かるからこそできるポ
ジティブなもの」に変化。

取り組み状況とテストの点数との関連を検
証。きちんと取り組んでいる生徒は点数が
高いことが証明され、課題に取り組む意義
を明確に示すことができるようになった。

無料で利用できる株式学習ゲーム（＊１）
を活用して、株式の模擬売買に取り組む。
株式売買をするための企業研究を通じ
て、社会や経済についての自分の関心を
見いだすといったねらいの下、キャリア
教育の一環として行っている。
【生徒の様子】
•インターネットで調べた情報を書籍で
確認したり、書籍で知ったことをイン
ターネットで深く調べたりしている。

•企業の事業内容や業績など、生きた
データにいつでもアクセスできるため、
授業外でも熱心に取り組んでいる。

藤澤先生の実践 生徒への声かけや探究学習に情報・データを活用

＊１　日本証券業協会と日本取引所グループが主催する、株式の模擬売買のシミュレーション教材。

概要
•株式学習ゲームで、1000万円を２〜４人のチームでどこまで増やせるかにチャレンジ。
•応援したい企業を１社選び、その企業のウェブサイトや株価の推移、その背景となる
ニュース記事などを調べて、その企業の魅力が伝わるプレゼンテーションを行う。

ねらい
•株価の値動きを見ることで、企業が社会から評価される観点を知る。
•１つの企業の活動を深く掘り下げていくことで、社会がどう動いているかを知る。
•企業の想いに触れて、自分がどんな事柄に心が動かされるのかを知る。

本質的な問い •企業がつくろうとしているのは、どんな未来なのだろう？

プロダクト

•次の内容を踏まえて、自分が選んだ企業の魅力が伝わるようなプレゼンテーション動
画を作成する。
日本の上場企業を１社選ぶ／企業理念の紹介／企業活動の紹介（網羅的でなくてよい）
／株価の推移とその背景の分析（関連ニュースを参照）／７分間以内

※藤澤先生の提供資料を基に編集部で作成。

図１ 生徒の課題の進捗状況を把握

図２「推し企業研究プロジェクト」（中学３年次「総合的な学習の時間」）

※学校提供の、学習ツール「Monoxer」（モノグサ株式会社）の画面を一部加工。

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

高知県・私立土佐塾中学・高校
設立　1987（昭和62）年
形態　全日制／普通科／共学
生徒数　１学年約180人
2022 年度卒業生進路実績　国公立大
は、北海道大、神戸大、岡山大、広島大、
高知大、高知県立大、高知工科大など
に45人が合格。私立大は、青山学院大、
慶應義塾大、明治大、早稲田大、同志
社大、立命館大、関西学院大などに延
べ355人が合格。

生
成
Ａ
Ｉ
で
、教
材
や
指
導
案
を

効
率
よ
く
効
果
的
に
作
成

生徒一人ひとりの課題の進捗状況を
詳細に把握することができるので、
課題を提出させる指導ではなく、
学習改善に向けた具体的な声かけが
できるようになりました。

藤澤
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い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
は
人

間
が
考
え
る
意
味
を
理
解
し
て
、
学
習
意
欲

を
高
め
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

授
業
で
は
、「
学
校
の
こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て

い
る
」「
内
容
が
具
体
的
で
、本
気
で
学
校
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
」と
い
っ
た
理
由
で
、多

く
の
生
徒
が
人
間
の
意
見
を
選
び
ま
し
た
。

神
谷
　
私
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
業
務
の

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
指

導
案
の
作
成
で
す
（
図
４
）。「
問
題
解
決
型

学
習
」「
デ
ジ
タ
ル
・
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー（
＊
２
）

に
沿
っ
た
課
題
」
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る

と
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
条
件
に
沿
っ
て
複
数
の
提

案
を
し
て
く
れ
ま
す
。
汎
用
性
が
高
い
も
の

が
数
分
間
で
で
き
る
の
で
、
目
の
前
の
生
徒

に
合
わ
せ
て
練
り
上
げ
る
こ
と
に
時
間
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
か
ら
指
導
案
を

作
成
す
る
よ
り
も
圧
倒
的
に
効
率
が
よ
く
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
提
示
す
る
情
報
に
は
、
自
分
に

は
な
い
発
想
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
指
導
の
幅
が
広
が
る
と
い
う
の
も
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
利
点
の
１
つ
で
す
。

　
ま
た
、
校
内
の
会
議
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を

生
成
Ａ
Ｉ
で
行
い
ま
し
た（
図
５
）。
自
分
で

は
想
定
が
難
し
い
異
な
る
立
場
か
ら
の
意
見

を
知
る
こ
と
で
、
実
際
の
会
議
で
意
義
あ
る

提
案
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
で
き
ま

す
。現
在
は
個
人
で
試
行
し
て
い
ま
す
が
、プ

ロ
ン
プ
ト（
＊
3
）の
共
有
は
容
易
な
の
で
、再

現
性
の
高
い
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●授業後の生徒の振り返り
• ＡＩを導入すると、文章を作成する際に、非常に参考

になると分かった。ただ、どのような文章がなぜよい
のかを判断できる力がないと、うまく活用できないの
だろうと思った。

• ＡＩが作成した文章は、どこか感情がなく、他人事の
ようだと感じた。どうして感情がないと感じられたの
か、文章を突き詰めて分析し考えたい。

※浅見先生の提供資料を基に編集部で作成。

国語と「総合的な探究の時間」の教科横断の単元として
計画を立てた。

＊２　教育目標を分類・評価する枠組み「ブルーム・タキソノミー」をデジタル化に応じて拡張・再解釈したもので、2007 年に Andrew Churches により提案された。
＊３　コンピューターの操作時に入力や処理を促すメッセージや記号のことで、生成ＡＩの利用においてはユーザーが入力する指示や質問のことを指す。

●「本校をよりよく改善するために、生徒がすべきことは何か」の３つの意見
作成者を伏せて生徒に提示し、学校のことを最もよく考えている意見を選ばせた。
◎意見１（生成ＡＩ「ChatGPT」で作成）

◎意見２（生成ＡＩ「Perplexity」で作成）

◎意見３（生徒から挙げられた意見を基に、浅見先生が作成）

浅見先生の実践 生成ＡＩを活用して教材を作成

●単元計画（全５時間）
時間 取り扱う内容・学習活動

１
国語「他者を理解するということ」
素材文を段落ごとに読んでいくことで、素材
文全体を理解することができる

２
「総合的な探究の時間」
朝霞高校をよりよくしていくためには、どの
ような課題があるか

３
国語「私たちの高校をよりよくするための最初
の一歩目は何だろう」（知識構成型ジグソー法）

４
ChatGPT、Perplexity、教師からの意見も集
めて比較する

５
自身の問題解決について、実際に実行させる
ための行動を考える

図３ 単元計画と授業で生徒に提示した３つの意見

生徒が朝霞高校の定時制を改善するためにすべきことは次の通りです。
❶ルールに従うこと : 学校のルールと時間割を正確に順守することが大切です。生徒

は授業開始時間にいつでも準備ができている必要があります。
❷準備をすること : 生徒は授業に必要なものをすべて持っていくようにし、早めに学

校に着くよう努力しましょう。
❸学校と協力すること : 生徒は学校側と協力することで、授業のスムーズな進行や定

時制の維持に役立つことができます。
❹フィードバックをすること : 定時制に関する問題や改善提案があれば、学校や教師

にフィードバックをすることが大切です。
これらのステップを実行することで、生徒は朝霞高校の定時制をよりよくすることが
できます。

朝霞高校の定時制を改善するために、生徒は学校づくりに参加し、新しい教育制度の
提案を行うことができます。また、単位制を導入して「生徒の学びを深化させる授業」
を実施することも有効です。さらに、現地見学などの外部学習プログラムに参加して、
文化や歴史などの知識を得ることも有益です。

朝霞高校の定時制をよりよくするためには、まずその課題が何なのかを明確にする必
要があると思います。生徒や教師にアンケートを取り、その課題を見極め、どのよう
なアプローチをするのか考えます。現状で言えば、一部の生徒ではあるものの、遅刻
や欠席について課題があり、主体性のなさからくる不活発さなどが挙げられます。し
かし、教師に対しても課題があり、生徒とのコミュニケーションがよく取れていない
ままに教育をしている側面もあります。学校施設においては、生徒が気持ちよく学習
ができるような環境を整えていくことができるとよいと考えます。すべてにおいて生
徒が一番にやらないといけないのは、自ら声を上げ、教師とコミュニケーションを取
りながら問題を解決していくことです。

この授業で生成ＡＩを活用

埼玉県立朝霞高校　定時制課程
設立　1966（昭和41）年
形態　全日制・定時制／普通科／共学　
2022 年度卒業生進路実績（定時制）　
４年制大は、十文字学園女子大、城西大、
東京国際大、嘉悦大に延べ４人が合格。
専門学校進学２人。就職５人。

生成ＡＩを活用することで、
生徒が考えを深められる
精度の高い教材を作成しやすくなり、
生徒の学習意欲の向上に
つながりました。

浅見
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①課題作成のための条件とその作成手順の作成方法を入力。

●神谷先生が ChatGPTに入力したプロンプト（抜粋）
②さらに、ChatGPTに生徒の解答例と授業の手順書を作成させた。

●ChatGPTが作成した指導案（抜粋）

●神谷先生がChatGPTに入力した手順書作成のプロンプト

●ChatGPTが作成した手順書（抜粋）

●ChatGPTが作成したロールプレイ（抜粋）●神谷先生が ChatGPTに入力したプロンプト（抜粋）

●神谷先生が完成させた指導案（抜粋）

※神谷先生の提供資料を基に編集部で作成。

神谷先生の実践 生成ＡＩを活用した指導案の原案の作成と会議のロールプレイ

図４「数学Ⅰ」の三角比の単元で、指導案を作成した手順

図５ 会議の議論を生成ＡＩでロールプレイ

本時の目標 三角比の理論的な理解を深め、それを実際の問題の解決
に適用することができる

授業の流れ 測定結果をまとめる→相互評価→リフレクション

期待される
生徒の姿
（何ができる
ようになっ
たか）

•三角比の基本的な理解を基に、それを利用して具体的
な問題（この場合、木の高さの測定）を解決できる。
•フィールドワークの経験を通じて、理論と現実の問題
解決との関連性を理解し、自己主導的に学習を進める
能力を持つ。
•グループでの作業を通じて、協力し、コミュニケーショ
ンを取り、計画を立て、役割を果たすといったチーム
ワークスキルを習得する。

ChatGPTに、会議のシミュレーションをしたいことや会議の参加者
の属性、議題などを入力し、ロールプレイをさせた。

ロールプレイの結果を見て、異なる立場からの意見を知ることで、
事前に自分の考えを深めておくことができる。

③ ChatGPTが作成した指導案を、生徒の実態に応じて推敲。

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

静岡県立静岡東高校
設立　1963（昭和38）年
形態　全日制／普通科／共学
生徒数　１学年約 280人
2022 年度卒業生進路実績　国公立大
は、北海道大、東北大、筑波大、千葉大、
一橋大、横浜国立大、静岡大、名古屋大、
大阪大などに139人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科
大、明治大、早稲田大、同志社大など
に延べ96人が合格。海外大学進学１人。

生成ＡＩの活用によって、授業準備を
効率よく進められるようになりました。
生徒と向き合う時間を
十分確保できるようになったことも、
大きな成果です。

神谷
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因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
生
徒
が
「
生
成
Ａ
Ｉ
に
聞
い
た
方
が
早

い
」
と
言
っ
た
時
に
は
、「
生
成
Ａ
Ｉ
が
提

供
す
る
情
報
を
吟
味
で
き
る
力
が
必
要
だ
よ

ね
」
と
、
生
徒
に
自
分
で
考
え
る
よ
う
促
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

林
部
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
ふ
れ
る
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
に

よ
っ
て
よ
り
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す（
図

６
）。ま
た
、文
部
科
学
省
が
２
０
２
３
年
７

月
に
公
表
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
＊
７
）に
は
、情
報
の
真
偽

は「
最
後
は
⾃
分
で
判
断
す
る
と
い
う
基
本

姿
勢
が
必
要
」と
記
さ
れ
た
ほ
か
、「
フ
ィ
ル

タ
ー
バ
ブ
ル
」「
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
」
と

い
っ
た
現
象
に
子
ど
も
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
図
７
）。

浅
見
　思
考
力
・
判
断
力
の
育
成
や
情
報
モ

ラ
ル
教
育
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

例
え
ば
、
示
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
誰
の
利
益

に
な
る
の
か
を
考
え
る
活
動
は
、
情
報
の
真

偽
を
見
抜
く
力
を
養
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

藤
澤
　
統
計
デ
ー
タ
は
必
ず
一
次
情
報
を
確

認
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、「
な
ぜ
、

そ
う
読
み
取
れ
る
の
か
」「
本
当
に
そ
う
言

え
る
の
か
」
な
ど
と
問
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

神
谷
　
専
門
性
を
持
つ
教
師
が
、
生
徒
が
活

用
し
よ
う
と
す
る
情
報
・
デ
ー
タ
の
意
味
を

問
い
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
よ
ね
。
生
徒

が
情
報
・
デ
ー
タ
を
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
る

林
部
　
様
々
な
実
践
を
す
る
中
で
、
課
題
に

感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

藤
澤
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
ぐ
に
情
報
を

得
ら
れ
る
か
ら
か
、
生
徒
は
答
え
が
出
な
い

と
、
考
え
る
こ
と
を
以
前
よ
り
も
早
く
諦
め

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
文
字
を「
入
力
」「
消
去
」す
る
よ
う
に
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
は
間
違
っ
て
も
や
り
直
し
が

し
や
す
い
か
ら
か
、
成
果
物
に
対
す
る
こ
だ

わ
り
も
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

神
谷
　
ゼ
ロ
か
ら
何
か
を
生
み
出
す
粘
り
強

さ
は
薄
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

改
善
の
サ
イ
ク
ル
を
速
く
回
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
よ
い
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

浅
見
　
生
徒
は「
タ
イ
パ
」（
＊
６
）重
視
の

傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
が
思
考
が
浅
く
な
る
要

※総務省「令和５年版　
情報通信白書」を基に
編集部で作成。

※文部科学省「初等中等教育段階における生成ＡＩの利用に関する暫定的なガイドライン」（2023 年７月）を基に編集部で作成。

＊４　「ディープラーニング」と「フェイク」を組み合わせた造語で、AI によるディープラーニングを用いて、リアルで高精細な映像を人工的に合成する技術のこと。　
＊５　「Stable Diffusion」「Midjourney」ともに、生成ＡＩが入力したテキストを基に画像を作成するサービス。
＊６　タイムパフォーマンスの略で、時間対効果のこと。　＊７　文部科学省「初等中等教育段階における生成ＡＩの利用に関する暫定的なガイドライン」。

年 エリア 内容

2022 日本
静岡県の台風による洪水被害に関して、「Stable Diffusion」（＊５）を利用して偽の画像が作成され、Twitter

（現：Ｘ）に投稿された

2023
米国

アメリカのバイデン大統領が第３次世界大戦の開始を告げる動画を、政治活動家が作成。作成者は生成ＡＩ
で作成した旨を説明していたが、多くの人がその説明をつけないまま、動画を拡散した

米国
ベリングキャットの創設者が、アメリカのトランプ前大統領が逮捕される偽画像を「Midjourney」（＊５）
を使用して作成・公表し、Twitter（現：Ｘ）で拡散した

図６ ＡＩやディープフェイク（＊４）を利用した偽・誤情報の事例

図７ インターネットの特性による、接する情報が偏ってしまう現象

フィルターバブル現象
自分の好む情報だけに囲まれ、

多様な意見から隔離されやすくなる

エコーチェンバー現象
同じような意見が、閉ざされた空間の中で反響して

大きくなっていく

生
徒
に「
な
ぜ
」と
問
い
続
け
、

情
報
を
吟
味
す
る
力
を
養
う

情報・データ利活用が
拡大する中で

学校・教師が
持つべき視点

情報・データの利活用による懸念
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よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
と

し
て
も
自
分
で
気
づ
け
る
は
ず
で
す
。

林
部
　
様
々
な
情
報
・
デ
ー
タ
を
正
し
く
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
各
教
科
の
知
識・

技
能
や
見
方
・
考
え
方
が
あ
っ
て
こ
そ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
観
点
で
も
教

科
指
導
は
重
要
だ
と
言
え
ま
す
ね
。

林
部
　
教
師
間
で
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用

に
差
が
生
じ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
次
々
と
登
場
し
、
更
新
さ
れ
続
け
る
機

能
に
追
い
つ
け
な
い
と
い
う
声
も
、
先
生
方

か
ら
伺
い
ま
す
。

藤
澤
　
本
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
を
共
有

す
る
た
め
の
校
内
研
修
を
頻
繁
に
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
教
師
間
の
対
話
が
活
発

に
な
り
、
教
職
歴
に
と
ら
わ
れ
ず
に
情
報
交

換
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

学
校
文
化
の
醸
成
が
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
差
を

埋
め
る
解
決
策
の
１
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

浅
見
　
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は

ツ
ー
ル
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
が
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
機
能
が
出
て

き
て
も
、
す
べ
て
に
対
応
す
る
必
要
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
使
わ
な
け
れ
ば
役
立

つ
機
能
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
、私
は
気
に

な
る
も
の
は
試
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

林
部
　
今
後
、
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

関
し
て
、
学
校
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
は
ど

う
あ
る
と
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

神
谷
　
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
進
む
と
、

例
え
ば
、
教
師
間
で
優
れ
た
プ
ロ
ン
プ
ト
を

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
案
を
磨
き
合
う

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
組
織
的
な
授
業
改
善

を
推
進
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
が
情
報
・
デ
ー
タ
を
利
活
用
で
き
る
と
、

「
個
別
最
適
な
学
び
」
が
一
層
加
速
す
る
で

し
ょ
う
。
自
分
の
興
味
や
状
態
に
応
じ
て
好

き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
学
び
方
で
学
び
を
深
め

て
い
け
る
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
変
化
を
受

け
入
れ
る
姿
勢
が
、
学
校
に
は
求
め
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
澤
　
情
報
・
デ
ー
タ
の
真
偽
や
価
値
を
判

断
す
る
資
質
・
能
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
多
様
な
体
験
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
者
と
交
流
す

る
中
で
こ
そ
起
き
る
心
の
動
き
や
、
人
間
性

を
豊
か
に
す
る
リ
ア
ル
な
体
験
の
価
値
を

も
っ
と
重
視
し
て
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
見
　
生
徒
は
容
易
に
情
報
を
手
に
入
れ
、

好
き
な
こ
と
を
突
き
詰
め
ら
れ
る
環
境
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
、多
様
な
友
人
や
教
師
と

話
し
た
り
、授
業
で
学
ん
だ
り
す
る
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
る
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。そ
の
両

方
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
あ
る
学
校
で
あ
っ
て
こ

そ
、生
徒
の
世
界
を
広
げ
、よ
り
豊
か
な
人
生

を
築
く
場
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教師・生徒がともに情報・データを積極的に活用する2校の実践を、次ページから紹介

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

教師が利活用する上での課題と
持つべき視点

生徒が利活用する上での課題と
持つべき視点

◎ＩＣＴリテラシーの差が、指導の差
につながってしまう

→校内研修で情報交換。教師間で対
話する風土の醸成を

◎ＩＣＴツールのアップデートが早く、
追いつけない

→まずは、使ってみる。ただし、目的
と手段を履き違えない

◎すぐに答えを求める傾向にあり、情報
やデータを批判的に捉える意識が低い

→教師は専門性を生かして、生徒に「な
ぜ」と問う。情報を吟味することがで
きる資質・能力を育む教科指導も重要

◎好きなことを突き詰めやすくなった半
面、接する情報に偏りが生じてしまう

→学校という場だからできる、多様な友
人や教師との交流や、授業での学びか
ら得られる気づきを大切に

情
報
と
体
験
の
両
方
に
よ
っ
て
、

生
徒
の
世
界
は
広
が
る

情報・データを利活用する上での課題と、持つべき視点
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岡
山
県
立
林
野
高
校
は
、
２
０
１
７
年
度

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
年
次
進
行
で
導
入

し
、
21
年
度
に
岡
山
県
教
育
委
員
会
「
１
人

１
台
端
末
活
用
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受
け

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進
し
て
き
た
。
文

部
科
学
省
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル

事
業
」
の
指
定
を
受
け
た
23
年
度
は
、「
日

本
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
校
と
し

て
、
様
々
な
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
」

を
重
点
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
て
、
取
り
組
み

の
深
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
生
徒
も
教
師
も
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
い
る
同
校
は
、
生
徒
が
情
報
・
デ
ー
タ

を
深
い
学
び
や
課
題
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
力
を
注
い

で
い
る
。
そ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
土

台
と
な
る
の
が
「
情
報
Ⅰ
」
だ
。
他
教
科
や

総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
の
連
携
を
意
識
し

て
、
１
年
次
１
学
期
か
ら
、
官
公
庁
の
統
計

デ
ー
タ
な
ど
を
用
い
て
、
グ
ラ
フ
の
特
徴
を

読
み
取
っ
た
り
、デ
ー
タ
の
特
徴
を
分
か
り

や
す
く
表
す
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
り
と
、デ
ー 

タ
の
捉
え
方
や
可
視
化
の
方
法
な
ど
を
指
導

し
て
い
る
（
図
１
）。
情
報
科
の
酒
本
真
一

郎
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
学
習
指
導
要
領
に
は
、
学
習
の
基
盤
と

な
る
資
質
・
能
力
の
１
つ
と
し
て
、
情
報
活

用
能
力
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本

校
の
生
徒
は
グ
ラ
フ
を
読
み
解
く
こ
と
を
苦

手
と
し
て
い
た
り
、
各
教
科
で
グ
ラ
フ
を
読

み
解
く
活
動
は
あ
っ
て
も
、
グ
ラ
フ
を
作
成

す
る
活
動
が
少
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
状
況

で
し
た
。
デ
ー
タ
は
、
受
け
取
り
方
に
よ
っ

て
意
味
や
価
値
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

自
分
が
デ
ー
タ
を
読
み
取
っ
て
分
析
し
た
こ

と
を
、
明
確
に
伝
え
ら
れ
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
」

● グラフを読み取る力を育成する問題
•官公庁の白書に記載されている資料やデータから読み取れることを、
選択肢の中から選ぶ（授業の冒頭の５〜８分間で取り組む）。

● データの特徴を分かりやすくするグラフを作成する問題
•家計調査の品目別都道府県庁所在市及び政令指定都市ランキング
のデータをグラフ
化し、そこから推
測できることを考
察する。

図１ 「情報Ⅰ」で行う情報活用能力を育成する活動例

＊学校資料を基に編集
部で作成。

生徒の考察

２
年
次
主
任

山
田
雅
之 

や
ま
だ
・
ま
さ
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
み
ま

さ
か
学
担
当
。
国
語
科
。

進
路
指
導
課
長

瀬
田
幸
一
郎 

せ
だ
・
こ
う
い
ち
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
理

科
（
化
学
）。

教
務
課

酒
本
真
一
郎 

さ
か
も
と
・
し
ん
い
ち
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
情
報

科
、
商
業
科
。

１
年
次
主
任

石
井
大
祐 

い
し
い
・
だ
い
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
み
ま

さ
か
学
担
当
。
地
理
歴
史
科
（
日

本
史
）。

３
年
次
主
任

日
裏

　耕 

ひ
う
ら
・
こ
う

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
保
健

体
育
科
。

課題解決につながる情報活用能力を、
探究学習を軸として実践的に育成

岡山県立林野高校
「私は授業を持ち歩く」をコンセプトに、ＩＣＴの活用を推進している岡山県立林野高校。

生徒は、学習の基礎となる情報活用能力をどのように身につけ、
授業や部活動などで情報・データをどのように活用して学びを深めているのか、その実践を紹介する。

情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
注
力
す
る

１
人
１
台
端
末
活
用
の
先
進
校

設
立
　
１
９
０
８
（
明
治
41
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
２
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
鳥
取

大
、
岡
山
大
、
香
川
大
、
島
根
県
立
大
、
周
南
公
立
大
に

８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
京
都
産
業
大
、
立
命
館
大
、

龍
谷
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、

岡
山
理
科
大
、
就
実
大
な
ど
に
延
べ
１
２
４
人
が
合
格
。

短
大
・
専
門
学
校
進
学
40
人
。
就
職
10
人
。

学
校
概
要

生徒の利活用
実践事例

教師の利活用
実践事例

取
り
組
み
の
背
景
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生
徒
が
情
報
活
用
能
力
を
大
き
く
伸
ば
す

活
動
が
、
１
〜
３
年
次
の
総
合
的
な
探
究
の

時
間
と
、２・３
年
次
の
学
校
設
定
教
科「
み 

ま
さ
か
学
」だ
。い
ず
れ
も
地
域
に
イ
ノ
ベ
ー 

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

生
徒
が
課
題
を
設
定
し
て
、
課
題
の
解
決
策

を
地
域
に
提
案
・
実
践
す
る
探
究
学
習
に
取

り
組
む
教
科
だ
。

　
み
ま
さ
か
学
担
当
の
石
井
大だ

い
す
け祐
先
生
は
、

探
究
学
習
に
お
け
る
情
報
・
デ
ー
タ
の
活
用

の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　「
生
徒
が
設
定
す
る
課
題
は
、『
美
作
市
に

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
』
と
い
っ
た
漠

然
と
し
た
も
の
に
な
り
が
ち
で
、
課
題
の
解

決
策
を
根
拠
に
基
づ
い
て
立
案
す
る
こ
と
も

苦
手
で
す
。
課
題
に
も
解
決
策
に
も
根
拠
と

な
る
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
は

生
徒
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
す
し
、
納

得
す
れ
ば
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
て
く
れ

ま
す
。
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
、
生
徒
は
探
究

学
習
を
通
し
て
身
を
も
っ
て
理
解
す
る
の
で

す
」

　
現
在
は
人
口
や
産
業
、
観
光
な
ど
に
関
す

る
様
々
な
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
（
＊
１
）
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
２
年
次
の
「
み
ま
さ
か
学
Ⅰ
」

で
は
、「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ

ス
テ
ム
）」
で
人
口
動
態
や
経
済
循
環
図
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
デ
ー
タ
分
析
の
視
点

や
方
法
を
学
ぶ
場
を
設
け
て
い
る
（
図
２
）。

そ
の
中
で
、
情
報
・
デ
ー
タ
を
正
し
く
読
み

取
り
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
課
題
を
設
定
し

た
り
、
自
治
体
や
企
業
な
ど
へ
の
提
案
を
考

え
た
り
と
、
生
徒
は
自
分
の
行
動
の
根
拠
や

手
段
と
し
て
、
情
報
・
デ
ー
タ
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
美
作
市
へ
の
提
案
を

見
て
い
こ
う
。「
空
き
家
の
再
生
」
を
課
題

に
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
市
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
る
点
に
着
目
。

社
会
生
活
基
本
調
査
や
国
勢
調
査
の
結
果
か

ら
も
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
増
加
中
だ
と
分
か
っ

た
。
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
だ
け
で
は
解
決
策
を

立
案
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
聴
き
取
り
調
査
を
実
施
。
そ
の
意
見
を
基

に
、
空
き
家
を
カ
フ
ェ
兼
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と

す
る
計
画
を
立
て
た
（
図
３
）。
そ
の
提
案

は
見
事
、
市
に
採
用
さ
れ
た
。

　
２
年
次
主
任
の
山
田
雅
之
先
生
は
、
生
徒

に
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
意
識
さ
せ
る
プ
ロ
セ

ス
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
探
究
の
過
程
で
は
、『
な
ぜ
、
観
光
客
の

増
加
が
見
込
め
る
の
か
』
な
ど
と
、
教
師
は

生
徒
に
『
な
ぜ
』『
ど
う
し
て
』
と
徹
底
的
に

問
い
か
け
ま
す
。
生
徒
は
、
私
た
ち
か
ら
の

問
い
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
採
算
が
合

わ
な
い
か
ら
と
企
業
か
ら
提
案
が
却
下
さ
れ

る
シ
ビ
ア
な
経
験
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
の
重

要
性
を
強
く
実
感
し
ま
す
」

＊１　機械判読に適したデータ形式で、二次利用が可能な利用ルールに基づいて公開されたデータのこと。国や自治体が公開する人口や経済、教育などに関する統
計データ、大気汚染や水質、気候などに関する環境データ、交通量や交通事故などに関する交通データなど、様々なデータが公開されている。

図２「みまさか学」での情報活用能力の育成

＊図２・３ともに、学校資料を
基に編集部で作成。

国勢調査などから
課題を考察

市の施策を調べて、
解決策の方針を立てる

ターゲットに聴き取り
調査し、需要を探る

データの分析とフィール
ドワークの結果を総合
して解決策を立案

図３「空き家の再生」を課題にしたグループの提案

美作市と他地域の人口動態や経済
循環図を比較する活動を通じて、
データから課題を捉える方法を学ぶ

地域の人たち
に提案

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

探究学習で
データを
駆使して

地域の課題を
解決

「
な
ぜ
」と
根
拠
を
問
わ
れ
る
中
で

デ
ー
タ
の
重
要
性
に
気
づ
く
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生
徒
に
よ
る
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
が

進
む
ほ
ど
重
要
に
な
る
の
が
、
情
報
モ
ラ
ル

の
育
成
だ
。
特
に
、
調
べ
学
習
な
ど
に
生
成

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
師
は

情
報
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
重
要
性
を
生
徒

に
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
。

　
山
田
先
生
は
、
担
当
す
る
国
語
の
授
業
で
、

『
山
月
記
』
の
タ
イ
ト
ル
の
由
来
を
問
い
に

し
た
。
考
察
の
方
法
の
１
つ
と
し
て
生
成
Ａ

Ｉ
を
利
用
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
見
当
違
い
な
回

答
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で
山
田
先
生
は
、「
君

た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
頼
り
に
し
て
い

る
け
れ
ど
、
出
て
く
る
情
報
は
必
ず
し
も
正

し
い
と
は
限
ら
な
い
。
情
報
を
う
の
み
に
せ

ず
、
自
分
の
知
識
や
思
考
力
、
洞
察
力
を
働

か
せ
て
、
正
し
く
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
必
要
だ
よ
」
と
伝
え
た
。

　「
生
徒
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
す
べ
て
答

え
が
あ
る
と
考
え
が
ち
で
す
が
、情
報
を
読
み

解
く
た
め
の
自
身
の
知
性
を
高
め
る
必
要
性

を
実
感
さ
せ
る
こ
と
を
、学
び
の
意
欲
を
高
め

る
上
で
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」（
山
田
先
生
）

　
進
路
指
導
課
長
の
瀬
田
幸
一
郎
先
生
は
、

担
当
す
る
化
学
の
授
業
で
、
実
験
前
に
測
定

デ
ー
タ
の
仮
説
を
立
て
さ
せ
て
い
る
。

　「
実
験
の
結
果
、
仮
説
と
異
な
る
デ
ー
タ

が
出
た
場
合
、
仮
説
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、

実
験
に
不
備
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
を
考
え
さ

せ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
批
判
的
に
見
る
姿

勢
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
情
報
や
デ
ー
タ
を

扱
う『
み
ま
さ
か
学
』に
も
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　
ど
の
教
師
も
情
報
・
デ
ー
タ
を
利
活
用
で

き
る
よ
う
、
校
内
の
チ
ャ
ッ
ト
に
「
授
業
改

善
」
の
ス
レ
ッ
ド
を
設
け
、
情
報
・
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
盛
ん
に
共
有
し
て
い
る
。
教
科
独
自
の
ス

レ
ッ
ド
を
設
け
る
理
科
で
は
、
指
導
案
を
投

稿
し
て
助
言
を
求
め
る
と
い
っ
た
研
修
の
場

と
し
て
も
チ
ャ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
。
瀬

田
先
生
は
、
チ
ャ
ッ
ト
の
利
点
を
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
予
定
を
合
わ
せ
て
集
ま
っ
た
り
、
授
業

を
見
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
時
間
的
に
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
ッ
ト
は
そ
う
し

た
制
約
が
な
く
、
気
軽
に
投
稿
で
き
る
の
で
、

教
師
間
の
や
り
取
り
が
増
え
ま
し
た
。
風
通

し
の
よ
い
職
場
づ
く
り
に
役
立
ち
、
そ
れ
が

ま
た
、
相
談
や
悩
み
の
投
稿
の
し
や
す
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
を
築

い
た
こ
と
が
、
教
師
間
に
情
報
・
デ
ー
タ
の

利
活
用
が
浸
透
し
た
要
因
の
１
つ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
（
図
４
）」

　
同
校
に
異
動
し
て
き
た
教
師
は
、
最
初
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
法
に
戸
惑
う
が
、
分
か
ら
な

い
こ
と
を
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
で
質
問
し
な
が
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て
い
く
。

　「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
目
ま
ぐ
る
し
く
更
新

さ
れ
る
中
、
学
校
全
体
の
情
報
活
用
能
力
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
平
準
化
を
図
る
こ
と

が
、
今
後
の
課
題
で
す
」（
瀬
田
先
生
）

　練習の様子を動画で撮影してフォームなどを
確認するタブレット端末の活用は、どの部にも浸
透した。ほかにも、データの収集や集計などがし
やすくなったことで、野球部は、試合のスコアや
打率、出塁率といったデータを分析し、それを基
に、顧問と部員が一緒に戦術を練るようになっ
た。野球部顧問の日

ひ

裏
うら

耕
こう

先生は、次のように語る。
　「データの分析を始めてから、生徒も私も、長打
力があるから４番、俊足だから１番といった固定
観念がなくなり、データを基に、より勝利に近づ
く方策を考えるようになりました。授業でのデー
タの活用に加えて、生徒
が日頃の生活でデータ
を役立てる意識を持つ
機会となっています」

データの活用で変わる部活動

＊学校資料を基に編集部で作成。

図４ 組織的な実践を行うための留意点

総合的な活用
授業に限らず、ホームルーム活動や進路指導、部活動、校
務など、学校生活全般でのＩＣＴの活用が重要。また、休
み時間や放課後、自宅と、いつでもどこでも、自由に使え
ることが大切。

よさを実感
教師の活用促進には、使わざるを得ない環境も大切。例え
ば、毎朝の連絡事項はスプレッドシート（＊２）で共有。
会議の資料はクラウドにアップしてペーパーレス化。校内
研修ではジャムボード（＊３）で意見を出し合う。校務
でよさが実感できれば、「よし、授業にも使ってみようか」
という気持ちにつながる。

気軽に情報共有
自分の実践や手に入れた情報は、職員室内で気軽におしゃ
べりしながら共有できる雰囲気が大切。もちろん、朝礼や
職員会議、校内研修でも共有。月１回の職員会議後にミニ
研修を実施し、教師が授業実践を発表している。

“面白そう”をすぐ実行
あれこれやってみることを大切に。若手・中堅の教師が研
究・開発し、ベテランの教師が普及。面白いことはすぐ広
がる。もちろん、管理職の理解も重要。

＊２　Google が提供する、ウェブで共同編集が可能な表計算ツール。　＊３　Google が提供する、共同編集が可能なデジタルホワイトボードツール。

情報・データの利活用
に向けた

情報モラルの
育成と

情報共有の工夫

チ
ャ
ッ
ト
で
気
軽
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
し
、リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上

探
究
的
な
問
い
で

生
成
Ａ
Ｉ
の
限
界
を
知
る

12 高校版  2023 December 12 高校版  2023 December

0-01-J-23302-001 2023 年度 VIEW next 高校版 12 月号 12 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
三宅

念
校

12/04
三宅

再
念
校

12/06
三宅 − −/−

− − −/−
−

P10-12_view-next-koukou-12g.indd   12P10-12_view-next-koukou-12g.indd   12 2023/12/06   16:582023/12/06   16:58



　
福
岡
県
・
私
立
九
州
国
際
大
学
付
属
高
校

は
、
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
掲
げ
た

「『
時
代
が
求
め
る
新
し
い
力
の
習
得
』
の
た

め
の
授
業
改
善
」
の
実
現
を
目
指
し
、
学
力

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
や
課
題
の
取
り
組
み

状
況
と
い
っ
た
情
報
・
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

生
徒
た
ち
の
自
走
力
の
育
成
に
力
を
注
い
で

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
以

下
、ICTEIP
）
の
メ
ン
バ
ー
の
桑
野
健
太
郎

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
ア
メ
リ
カ
の
教
育
心
理
学
者
で
あ
る
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
に
よ
る
教
育
目
標

の
分
類
改
訂
版
（
＊
１
）
を
基
に
、
授
業
を

構
想
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
家
庭
学
習
を

始
め
と
す
る
授
業
外
学
習
で
、 
事
実
的
知
識

に
働
き
か
け
る
（
記
憶
・
理
解
す
る
）
活
動

を
行
い
、
授
業
内
学
習
で
は
、
概
念
的
知
識
　

に
働
き
か
け
る
（
応
用
・
分
析
す
る
）
活
動

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
生
徒
た
ち
に
は
、

『
授
業
で
は
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を

育
成
す
る
活
動
を
行
う
の
で
、
知
識
・
技
能

は
授
業
外
で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
』
と
明
確

に
伝
え
て
い
ま
す
」

　
授
業
外
学
習
は
、
個
別
最
適
な
学
び
を
実

現
し
よ
う
と
、「Classi

（
＊
２
）」
内
の
「
学

習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
活
用
し
て
い
る
。「
学

習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
は
、
教
師
が
課
題
を

指
定
し
て
配
信
す
る
「
単
元
定
着
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
と
、
生
徒
が
目
標
に
向
か
っ
て
自
主

的
に
学
ぶ
「
生
徒
自
主
学
習
機
能
」
が
あ
る

が
、
桑
野
先
生
は
そ
の
2
つ
の
機
能
を
使
い

分
け
、
得
ら
れ
る
ロ
グ
を
分
析
・
活
用
し
て

生
徒
が
授
業
外
学
習
に
お
い
て
自
走
で
き
る

よ
う
支
援
し
た
。

　
さ
ら
に
、ICTEIP 

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
三

好
規
夫
先
生
は
、M

icrosoft Form
s

を
活

用
し
て
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
基
に
、
生
徒
の

課
題
を
明
確
化
し
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
の
育
成
を
重
視
し
た
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
桑
野
先
生
、
三
好
先

生
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

三好先生がリーダーを務める ICTEIP は、校内
のＩＣＴ活用を推進するための研修などを行う
部署だ。「ICTEIP が重視するのは、『○○を可
視化したい』『○○を効率化したい』などと、
解決したい問題を明確にしてから、どんな技
術が活用できるか、そして効果が表れたことを
どのように検証するかを考えることです」と、
三好先生は説明する。Classi などのＩＣＴツー
ルについても、ICTEIP が校内研修を開催し、
ノウハウを共有している（下写真）。ICTEIP で
は、校内のＩＣＴ活用に関するアンケート調査
を毎学期行っており、そこで把握した現場の
課題に応じて、校内研修の内容を決めている。

＊学校資料をそのまま掲載。

情報・データの利活用のための校内研修

ＩＣＴを活用した問題の解決と
効果検証の方法を共有

＊１　ブルームが提唱した、教育の目標を分類するための枠組みをアンダーソンらが改訂したもの。認知過程次元（記憶・理解・応用・分析・評価・創造）と知識次
元（事実的・概念的・手続き的・メタ認知的）から成る。
＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

生徒の学習状況を把握し、
自走力と思考力を育む指導を追求

福岡県・私立九州国際大学付属高校
ＩＣＴを活用して収集した学力アセスメントを始めとする生徒の情報・データを基に、

日々の声かけや授業の改善を図っている福岡県・私立九州国際大学付属高校。
学校教育目標の実現にもつながるその実践を紹介する。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー

桑
野
健
太
郎 

く
わ
の
・
け
ん
た
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。英
語
科
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー

三
好
規
夫 

み
よ
し
・
の
り
お

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。国
語
科
。

自
走
力
の
向
上
を
図
り
、

授
業
改
善
の
実
現
を
目
指
す

設
立
　
１
９
５
８
（
昭
和
33
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
５
４
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、お
茶
の
水
女
子
大
、東
京
外
国
語
大
、東
京
工
業
大
、

名
古
屋
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
８
８

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、

国
際
基
督
教
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
早

稲
田
大
、九
州
国
際
大
な
ど
に
延
べ
１
０
０
０
人
が
合
格
。

学
校
概
要

教師の利活用
実践事例

生徒の利活用
実践事例

取
り
組
み
の
背
景
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１
年
次
に
は
、
自
走
力
を
可
視
化
・
育
成

す
る
た
め
、
桑
野
先
生
は
、Classi

の
「
学

習
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
生
徒
の
取
り
組
み
状

況
の
デ
ー
タ
を
次
の
よ
う
に
活
用
し
た
。
ま

ず
、
７
月
の
模
擬
試
験
に
向
け
て
、
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
の
授
業
の
冒
頭
10
分

間
で
「
単
元
定
着
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
取
り

組
ま
せ
、
さ
ら
に
模
擬
試
験
当
日
ま
で
「
生

徒
自
主
学
習
機
能
」
の
課
題
に
自
主
的
に
取

り
組
む
よ
う
、
生
徒
に
声
を
か
け
た
。

　「
模
擬
試
験
の
後
に
『
生
徒
自
主
学
習
機

能
』
の
取
り
組
み
状
況
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

予
想
通
り
、
授
業
外
で
は
一
部
の
生
徒
し
か

取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
主
的

に
課
題
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
は
模
擬
試
験
で

好
成
績
を
収
め
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た『
自

走
』
と
好
成
績
の
相
関
を
デ
ー
タ
で
示
し
た

上
で
、『
必
要
な
学
習
に
自
ら
取
り
組
む
自

走
力
は
、
３
年
生
に
な
っ
て
慌
て
て
身
に
つ

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
』
と
話
し
、
学
習

習
慣
の
定
着
を
促
し
ま
し
た
」（
桑
野
先
生
）

　
11
月
の
模
擬
試
験
の
前
に
は
、
７
月
の
模

擬
試
験
の
結
果
か
ら
判
明
し
た
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊

３
）
を
基
に
、
生
徒
を
Ａ
〜
Ｃ
の
３
ゾ
ー
ン

に
分
け
て
、
今
回
の
模
擬
試
験
で
は
１
つ
上

の
ゾ
ー
ン
を
目
指
す
よ
う
、
目
標
を
設
定
。

そ
の
上
で
前
回
同
様
、
授
業
の
冒
頭
で
「
単

元
定
着
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
取
り
組
ま
せ
、

終
わ
ら
な
か
っ
た
問
題
や
「
お
す
す
め
演
習
」

に
は
授
業
外
で
自
主
的
に
取
り
組
む
よ
う
、

声
か
け
を
行
っ
た
。

　「
11
月
の
模
擬
試
験
で
の
目
標
設
定
が
功

を
奏
し
、
授
業
外
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
が

一
気
に
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
取
り
組
み
状

況
を
追
跡
す
る
と
、
試
験
終
了
後
も
多
く
の

生
徒
が
授
業
外
学
習
を
続
け
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
、
さ
ら
な
る
自
走
を
促
す
た
め
、

そ
の
デ
ー
タ
も
生
徒
に
示
し
た
り
、
教
師
間

で
共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
」（
桑
野
先
生
）

　
配
信
し
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
状
況
か
ら

は
、興
味
深
い
事
実
が
読
み
取
れ
た
。
Ａ
ゾ
ー

ン
と
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
は
、
授
業
内
で
配
信

さ
れ
た
課
題
の
や
り
残
し
に
早
々
に
取
り
組

む
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
の

生
徒
は
、
期
限
間
際
に
な
っ
て
解
き
終
わ
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　「
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
は
、
自
己
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
を
発
揮
し
て
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
の
で
、
仮
に
結
果
が
い
ま
一
つ
で
も
、

努
力
を
評
価
す
る
声
か
け
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
の
中

に
は
、
油
断
し
て
い
る
者
も
い
た
の
で
、
学

習
意
欲
を
高
め
る
声
か
け
が
必
要
で
し
た
。

デ
ー
タ
が
、
声
か
け
の
必
要
性
が
あ
る
生
徒

を
明
示
し
て
く
れ
た
の
で
す
」（
桑
野
先
生
）

•Ａゾーン、Ｃゾーンの生徒の大半が、期限前に余裕を持って課題
を終えていたけれど、Ｂゾーンの生徒の中には締め切りギリギリ
に終える生徒も……。Ｂゾーンの生徒は油断しているのかも？
•Ｂゾーンの生徒には油断しないようにしようと声かけを
しよう！　努力しているＣゾーンの生徒には、今の調子
で学習を続けるよう、声かけをしよう！

＊３　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの15段階で評価される。

図１ 配信課題の取り組み状況のデータを活用した
生徒の自走力の可視化・育成

自
主
学
習
へ
の
取
り
組
み
方
と

模
擬
試
験
の
結
果
と
の
相
関
を
示
す

•模擬試験３週間前から、Classi の「学習トレーニング」での課
題の配信を開始。取り組むかどうかは生徒の自由とした。

•模擬試験６週間前から、「学習トレーニング」で課題の配信
を開始。前回同様、取り組むかどうかは生徒の自由とした。

•模擬試験終了後、「学習トレーニング」の取り組み状況と模
擬試験の結果を生徒にフィードバックした。

•模擬試験終了後、「学習トレーニング」の取り組み状況と模
擬試験の結果を生徒にフィードバックした。

配信した課題に取り組んだ人は、
よい成績だったようだね！

配信した課題に取り組んだ人が増えたよ！

でも、自主的に取り組んだ人は少なかったね。
このままで大丈夫かな？

模擬試験が終わった後も取り組む人が多いね。
君たちは自走力が高まったね！

強制ではないよ。自分で判断して取り組もう！

7月の模擬試験のことを思い出して、
取り組むかどうかを決めよう

1年次7月の模擬試験に向けて

1年次11月の模擬試験に向けて

配信した課題への取り組み状況からさらに分かったこと

「おすすめ演習」として配信された課題に、生徒一人ひとりがどのように取り組
んだのかを見ていくことで、生徒の成長、そして今後の変化が見えてきた。教
師に求められるのは、そうした成長や変化を踏まえた声かけだ。

＊取材した内容を基に編集部で作成。

配信した課題への
取り組み状況を
分析して

生徒の自走力
を育む
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授
業
内
学
習
で
思
考
力
を
育
む
時
間
を
増

や
す
た
め
、
三
好
先
生
は
生
徒
の
正
誤
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
い
る
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
の
過
去
問
題
な
ど
を
生
徒
にM

icrosoft 
Form

s

で
解
答
さ
せ
て
、
正
答
率
が
低
か
っ

た
問
題
を
そ
の
場
で
把
握
し
て
解
説
す
る

「
誤
答
分
析
」
を
行
っ
て
い
る
。

　「
解
答
結
果
を
踏
ま
え
て
誤
答
に
焦
点
を

あ
て
る
授
業
で
の
生
徒
の
集
中
力
は
、
格
段

に
高
い
で
す
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
自
分
た

ち
の
理
解
度
を
把
握
し
た
上
で
展
開
さ
れ

る
、
言
わ
ば
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
授
業
だ

か
ら
で
し
ょ
う
。
授
業
後
の
質
問
も
増
え
ま

し
た
」（
三
好
先
生
）

　
生
徒
の
理
解
が
十
分
で
、
詳
細
な
説
明
が

不
要
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
授

業
に
時
間
的
な
余
裕
も
生
ま
れ
て
い
る
と
三

好
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
時
間
的
な
余
裕
が
で
き
た
分
、
解
答
が

割
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答

の
理
由
を
議
論
さ
せ
る
な
ど
、
概
念
的
知
識

の
理
解
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
余
っ
た
時
間
を

使
っ
て
、
私
が
出
会
っ
た
魅
力
的
な
社
会
人

を
紹
介
し
、『
こ
の
人
は
、
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ

た
時
に
ど
う
行
動
す
る
だ
ろ
う
』『
こ
の
人

の
自
走
力
は
、
ど
こ
で
発
揮
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
』
な
ど
と
、
生
徒
に
問
い
か
け
る
機

会
も
増
え
ま
し
た
。
情
報
・
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
生
徒
の
心
を
動
か
せ
る

の
は
、
教
師
個
人
の
視
野
や
視
点
か
ら
生
ま

れ
る
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
桑
野
先
生
は
、
生
徒
が
作
成
し
た
志
望
理

由
書
や
小
論
文
な
ど
を
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
吟
味
、添
削
し
、生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
る
（
図
２
）。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
が
添
削
し
た
文
章
は
冗
長

だ
っ
た
り
、
裏
づ
け
の
デ
ー
タ
が
古
か
っ
た

り
し
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
指
示
を
添
え
、
や

り
直
し
を
求
め
れ
ば
、
す
ぐ
に
改
訂
案
が
出

て
き
ま
す
。
そ
う
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
と
練
り
上

げ
た
文
章
を
生
徒
に
返
却
し
て
い
ま
す
」

　
複
数
の
教
師
で
何
日
も
か
け
て
チ
ェ
ッ
ク

し
な
く
て
も
、
客
観
性
の
高
い
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
短
時
間
で
可
能
に
な
っ
た
分
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
添
削
を
間
に
お
い
た
生
徒
と
の
対

話
に
時
間
を
か
け
て
い
る
と
い
う
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
は
よ
く
も
悪
く
も
客
観
的
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た

文
章
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
が
正
し
い
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ

と
が
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
、

教
師
と
の
対
話
を
通
し
て
生
徒
自
身
に
検
証

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」（
三
好
先
生
）

　
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合

え
ば
よ
い
か
、
日
々
の
授
業
を
通
し
て
生
徒

に
考
え
さ
せ
て
い
る
。

　「
答
え
が
１
つ
し
か
な
い
知
識
問
題
は
検

索
す
れ
ば
よ
い
け
れ
ど
、『
あ
な
た
は
ど
う

考
え
る
？
』
と
い
っ
た
問
い
で
は
、
ネ
ッ
ト

検
索
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答
は
参
考
に
し
か
な

ら
な
い
こ
と
を
生
徒
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
授
業
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト

で
思
考
力
を
求
め
る
問
い
を
与
え
て
き
た
成

果
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」（
桑
野
先
生
）

図 2 生成ＡＩを活用した添削で、
生徒との対話の時間を増やす

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

理
解
度
を
瞬
時
に
把
握
し
、

生
徒
に
合
っ
た
授
業
を
設
計

生
成
Ａ
Ｉ
の
力
を
生
か
し
て
、

生
徒
と
の
対
話
を
増
や
す

生成ＡＩの活用でチェックが効率化した分、生徒とのやり取りに時間をかけら
れるようになった。生成ＡＩと教師が添削・校正した文章を見た生徒のほとん
どが、「自分はここを強調したい」と、さらに文章を練り上げようとしたという。

＊取材した内容を基に編集部で作成。

先生、チェックをお願いします！

❶生徒の文章（志望理由書、小論文など）　
　を生徒からデジタルデータで受領。

❸生成ＡＩがチェックした文章を基に、
　生徒と対話を重ねる。

❷生徒の文章を生成ＡＩにチェックさせ、
　修正箇所や関連資料を提示させる。

もっと端的に説明し直して！

根拠となるデータを３つ挙げて！

生成
AI

先生 生徒

情報・データを
活用し、

生徒との時間を
デザインする

ＡＩを使って、私が手を入れた文章だよ。
君が一番伝えたいことはこれで伝わると思う？
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